法定外公共用財産（道路・水路等）占用許可申請について

１　事前調査
占用しようとする法定外公共用財産の所有者を法務局の公図・要約書などで確認してください｡

　　　　法定外公共用財産（無番地・建設省など）には、国から今治市に譲与されたものがありますので、用地管理課で市有財産の確認をしてください｡

　　　

２　今治市所有の財産を占用しようとする場合の申請手続
占用しようとする法定外公共用財産が市有財産の場合は、市長の許可が必要になります｡

（１）申請書及び添付書類（赤字は必須）
　　　①　申請書

②　誓約書

③　位置図（住宅地図などに申請箇所を表示したもの）

④　平面図（申請箇所の区域及びその周囲１００ｍ以内の地形、地目などを表示したもの）

⑤　断面図

　　　⑥　工作物の設計書及び構造図（工作物を設置する場合）
　　　⑦　丈量図（占用箇所の工作物の面積を算出した方法及び計算表を記入したもの）

　　　⑧　土地登記簿又は要約書（申請地及び今治市所有地）・・（法務局）
　　　⑨　公図（法務局）

⑩　利害関係者の同意書（土地改良区、地元総代など）
（第二別館８Ｆ今治市土地改良区事務局）

　　　⑪　土地所有者の同意書（申請人と申請地所有者が異なる場合）
⑫　現況写真（工作物設置箇所を表示のもの）

　　　⑬　境界確定書の写し（境界確定してない場合は、当該申請地に係る畝順帳（資産税課の写し）を添付

⑭　始末書（無許可で既に工作物などが設置されている場合）
⑮　理由書（１筆に２橋設置したい場合、橋の幅が４．０ｍを超える場合）
　　　　　（提出部数２部 ： 正本１部、副本１部）

（２）提出先・・・今治市都市建設部用地管理課（第二別館９Ｆ）または各支所産業建設担当
法定外公共用財産（道路・水路等）占用許可基準について

（１）許可基準（架橋）
　　　①　１筆１橋とします｡

　　　　同じ筆（地番）の中に既に橋がある場合、同筆内に別の橋を新設することは、原則として許可できません｡
②　橋の幅は、４．０ｍ以下（民地側）です。

　　　　水路の機能管理上、必要以上の幅で架橋することは好ましくないことから、自家用車（普通自動車）が出入り可能な４．０ｍを限度とします｡

　　　　ただし、土地の形状や土地利用の都合で４．０ｍを越える場合は、理由書を提出していただき、必要性が認められる場合にはその限りではありません。
③　構造は、鉄筋コンクリート橋で水路構造物に影響しないものとします｡

　　　　橋の通行上の安全面を考慮し、鉄板、グレーチング橋は原則として許可できません｡

　　　　ただし、水路幅が狭く、水路の深さが浅いなどの条件により、鉄筋コンクリート橋を設置することで、流水断面が減少する場合や河川清掃など機能管理上支障となる場合については、グレーチング橋に限り許可することがあります｡　

4 通路橋以外の目的では、許可をすることが出来ません。

例：ゴミの集積所として水路上に架橋する場合などは許可できません｡

（２）許可を取得した場合おいても、実際に設置工事を行う場合には、隣接する公共施設などの管理者の許可が別途必要となります｡

（例：今治市道に架かる場合には、用地管理課で道路法第２４条の許可が必要となります｡）

（３）占用物の構造については、申請書を提出する前に、機能管理を行っている部署（農業土木課・下水道工務課等）において事前協議が必要です｡

